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(57)【要約】
【課題】録画映像の切り出し配信において、ユーザが映
像表示装置で切り出し領域を指定してから、切り出し映
像が映像表示装置に配信されて表示されるまでの時間を
短縮すること。
【解決手段】映像表示装置であり、録画映像を映像送信
装置に対して要求する第一要求手段と、前記録画映像の
全体または一部の切り出し領域を指定する指定手段と、
前記指定手段により指定した録画映像を前記映像送信装
置に対して要求する第二要求手段と、前記第一および第
二要求手段により配信される録画映像を受信する録画映
像受信手段と、前記録画映像受信手段の映像を表示する
録画映像表示手段と、を有し、前記録画映像表示手段に
前記第一要求手段によって要求した録画映像が表示され
ている場合に、前記第二要求手段によって要求した録画
映像を前記録画映像受信手段によって受信した場合に、
映像を切り替えることを特徴とする。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
録画映像を映像送信装置に対して要求する第一要求手段と、
前記録画映像の全体または一部の切り出し領域を指定する指定手段と、
前記指定手段により指定した録画映像を前記映像送信装置に対して要求する第二要求手段
と、
前記第一および第二要求手段により配信される録画映像を受信する録画映像受信手段と、
前記録画映像受信手段の映像を表示する録画映像表示手段と、
を有し、前記録画映像表示手段に前記第一要求手段によって要求した録画映像が表示され
ている場合に、前記第二要求手段によって要求した録画映像を前記録画映像受信手段によ
って受信した場合に、映像を切り替えることを特徴とする映像表示装置。
【請求項２】
前記録画映像表示手段は、前記指定手段によって切り出し領域を指定した場合に、前記第
一要求手段によって要求した録画映像の前記切り出し領域の領域を拡大表示することを特
徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項３】
前記録画映像受信手段において前記第一要求手段の録画映像を受信している場合に、前記
録画表示手段は、前記録画映像受信手段が受信した録画映像が少なくとも解像度、データ
サイズ、ビットレートのうちひとつでも高画質な映像となった場合に、前記切り出し領域
の拡大表示を行うことを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項４】
映像表示装置と映像送信装置を備えるシステムであって、
録画映像を前記映像送信装置に対して要求する第一要求手段と、
前記録画映像の全体または一部の切り出し領域を指定する指定手段と、
前記指定手段により指定した録画映像を前記映像送信装置に対して要求する第二要求手段
と、
前記第一および第二要求手段により配信される録画映像を受信する録画映像受信手段と、
前記録画映像受信手段の映像を表示する録画映像表示手段と、
を有し、前記録画映像表示手段に前記第一要求手段によって要求した録画映像が表示され
ている場合に、前記第二要求手段によって要求した録画映像を前記録画映像受信手段によ
って受信した場合に、映像を切り替えることを特徴とし、
前記映像送信装置は、
撮像時に高画質な映像と低画質な映像を記録媒体に録画する映像録画手段と、
映像表示装置から録画映像と切り出し映像の要求を受信する受信手段と、
前記記録媒体から前記低画質な録画映像を取り出し、前記映像表示装置に対して配信する
映像配信手段を有し、
前記映像配信手段は、要求される領域の映像切り出しに要する時間と高画質な録画映像の
配信に要する時間を比較し、映像切り出しに要する時間の方が大きければ、切り出し映像
が生成されるまで低画質な録画映像の配信を停止し、高画質な録画映像を配信し、切り出
し映像の生成が完了後、高画質な録画映像の配信を停止し、低画質な録画映像と切り出し
映像を配信することを特徴とするシステム。
【請求項５】
録画映像を映像送信装置に対して要求する第一要求ステップと、
前記録画映像の全体または一部の切り出し領域を指定する指定ステップと、
前記指定手段により指定した録画映像を前記映像送信装置に対して要求する第二要求ステ
ップと、
前記第一および第二要求手段により配信される録画映像を受信する録画映像受信ステップ
と、
前記録画映像受信手段の映像を表示する録画映像表示ステップと、
前記録画映像表示手段に前記第一要求手段によって要求した録画映像が表示されている場
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合に、前記第二要求手段によって要求した録画映像を前記録画映像受信手段によって受信
した場合に、映像を切り替えるステップと、
を備えることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像表示装置に関し、録画映像の切り出し映像が表示されるまでの時間を短
縮するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、監視カメラには、撮像した画角全体の映像（以後、全体映像と呼ぶ）から画角内
の一部領域を切り出した映像をネットワークに配信する機能がある。一方、映像表示装置
には、全体映像と切り出した映像を受信して表示する機能がある。ユーザは映像表示装置
に表示された全体映像上に、切り出し領域を指定することで、監視カメラに前記領域の切
り出し映像を要求することができる。同一シーン同一画質の全体映像から切り出した映像
について、監視カメラが配信する映像の総面積が小さい程、配信するデータの総容量は小
さくなる傾向があるため、映像切り出し機能は配信するデータの総容量を小さくする目的
で用いることが多い。そのため、監視カメラの映像切り出し配信機能はライブ配信だけで
はなく、録画配信でも用いられている。
【０００３】
　特許文献１では、監視カメラは撮像時に同一の映像信号から高画質と低画質の映像デー
タを生成し、前記両映像データを記録装置に記録する。録画配信時には、全体俯瞰時は低
画質の映像データを配信し、ユーザが切り出し映像を要求した際には、配信する映像デー
タを高画質の映像データから切り出した映像に切り替える技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－５８９９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、監視カメラの記録装置に録画された全体映像から切り出し配信を行う場
合、前記記録装置に録画されている映像は一般的に符号化されているため、一度伸張した
上で、領域の切り出しを行い、再度符号化し、ネットワークに配信する。そのため、ユー
ザが映像表示装置で切り出し領域を指定してから、切り出し映像が映像表示装置に配信さ
れて表示されるまでに時間がかかるという課題がある。
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、映像表示装置に録画映像の切り出し映像が表示されるまでの
時間を短縮することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る映像表示装置は、
録画映像を映像送信装置に対して要求する第一要求手段と、
前記録画映像の全体または一部の切り出し領域を指定する指定手段と、
前記指定手段により指定した録画映像を前記映像送信装置に対して要求する第二要求手段
と、
前記第一および第二要求手段により配信される録画映像を受信する録画映像受信手段と、
前記録画映像受信手段の映像を表示する録画映像表示手段と、
を有し、前記録画映像表示手段に前記第一要求手段によって要求した録画映像が表示され
ている場合に、前記第二要求手段によって要求した録画映像を前記録画映像受信手段によ
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って受信した場合に、映像を切り替えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る映像表示装置によれば、ユーザが映像表示装置で切り出し領域を指定して
から、切り出し映像が表示されるまでの時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る映像表示装置の構成を含むネットワーク構成図
【図２】本発明の実施形態に係る監視カメラと映像表示装置の機能ブロック図及びシステ
ム構成図
【図３】本発明の実施形態に係る映像表示装置におけるカメラ制御アプリケーションＧＵ
Ｉを示す図
【図４】本発明の実施形態に係る映像表示装置に表示される全体映像の座標系と切り出し
領域の座標系
【図５】本発明の第１の実施形態に係る映像表示装置での切り出し領域指定時の切り出し
映像表示処理のフロー
【図６】本発明の第２の実施形態に係る映像表示装置での切り出し領域指定時の切り出し
映像表示処理のフロー
【図７】本発明の第２の実施形態に係る切り出し映像の要求コマンドを受信した際の監視
カメラの処理フロー
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の好ましい実施の形態を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１を参照して、本発明の実施形態にかかわるネットワーク構成について説明する。
【００１２】
　図１は、監視カメラ１０００を含むシステム構成図である。
【００１３】
　図１において、１１００は、本発明における映像表示装置である。監視カメラ１０００
と映像表示装置１１００は、ネットワーク１２００を介して相互に通信可能な状態に接続
されている。映像表示装置１１００は、監視カメラ１０００に対して、各種コマンドを送
信する。監視カメラ１０００は、それらのコマンドに対するレスポンスを映像表示装置１
１００に送信する。
【００１４】
　図２は、本実施形態に係る監視カメラと映像表示装置の機能ブロック図及び、システム
構成図である。
【００１５】
　図２において、１０００は監視カメラ、１１００は映像表示装置、１２０００はネット
ワークである。また、１００１は撮像部、１００２は画像処理部、１００３はシステム制
御部、１００４は記録部、１００５はレンズ駆動部、１００６はレンズ制御部、１００７
は通信部である。監視カメラ１０００と映像表示装置１１００はネットワーク１２００を
介して相互に通信可能な状態に接続されている。
【００１６】
　図２を参照して、監視カメラ１０００の各部構成と機能について説明する。
【００１７】
　撮像部１００１は、レンズ及び撮像素子から構成され、被写体の撮像及び電気信号への
変換を行う。
【００１８】
　画像処理部１００２は、撮像部１００１において撮像、光電変換された信号の所定の画
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像処理、圧縮符号化処理を行い、高画質な映像データと、高画質な映像データよりも解像
度が低い低画質な映像データを生成する。また、画像処理部１００２はライブ映像の配信
において、映像表示装置１１００から切り出し映像を要求するコマンドを受信した際、所
定領域の切り出し処理を行う。
【００１９】
　システム制御部１００３は、カメラ制御コマンドを解析し、コマンドに応じた処理を行
う。主には、映像表示装置１１００から撮像した映像の録画を要求するコマンドを受信し
た際、画像処理部１００２で圧縮符号化した高画質および低画質の映像データを記録部１
００４に録画する処理を行う。加えて、映像表示装置１１００から切り出し映像を要求す
るコマンドを受信した際、記録部に保存された録画映像データを読み込み、前記録画映像
データを画像処理部１００２に送信した上で、映像処理部１００２に対し、前記録画映像
データの伸張処理、切り出し処理および圧縮符号化処理を命令する。
【００２０】
　記録部１００４は、主に撮像部１００１によって撮像された映像を、録画映像データと
して保持する。また、システム制御部１００３から録画映像の取り出し命令があった場合
に、記録部１００４はシステム制御部１００３に対して録画映像を送信する。録画映像デ
ータは、撮像部１００１によって撮像された映像を画像処理部１００２で圧縮符号化した
高画質および低画質な全体映像データで構成される。高画質な全体映像データは切り出し
映像の切り出し元となる映像データとして用いられ、低画質な全体映像データは映像表示
装置にて全体俯瞰と切り出し領域の指定のために用いられる。低画質な全体映像データを
映像表示装置１１００に配信することで、高画質な全体映像データを配信することに比べ
、帯域を有効に活用することができる。
【００２１】
　通信部１００７は、ネットワーク１２００を介して映像データを映像処理装置１１００
に配信する。また、通信部１００７は映像表示装置１１００から送信される各種コマンド
を受信し、システム制御部１００３へ伝達する。映像表示装置１１００から送信されるコ
マンドには、録画開始の要求コマンド、録画停止の要求コマンド、ライブ映像の要求コマ
ンド、録画映像の要求コマンド、切り出し映像の要求コマンドが含まれる。
【００２２】
　続いて、図２を参照して、映像表示装置１１００の各部構成と機能について説明する。
【００２３】
　映像表示装置１１００は、典型的にはパーソナルコンピュータなどの汎用コンピュータ
が用いられるが、スマートフォンといった携帯端末でも構わない。
【００２４】
　通信部１１０１は、監視カメラ１０００から配信された各種データを受信する。各種デ
ータには、主にカメラの設定値を表すデータや映像データが含まれる。
【００２５】
　表示部１１０２は、液晶表示装置などが使用され、監視カメラから取得した画像の表示
や、カメラ制御を行うためのグラフィックユーザーインターフェース（以下、ＧＵＩと称
する）を表示する。
【００２６】
　システム制御部１１０３は、ユーザのＧＵＩ操作に応じてカメラ制御コマンドを生成し
、通信部１１０１を介して監視カメラ１０００へ送信する。また、システム制御部１１０
３は、通信部１１０１を介して受信した監視カメラ１０００からの映像データも表示部１
１０２に表示する。
【００２７】
　入力部１１０４は、キーボード、マウスなどのポインティング・デバイスなどが使用さ
れ、映像表示装置のユーザは、入力部１１０４を介してＧＵＩを操作する。なお、携帯端
末の場合、入力部１００４には、タッチパネルや各種キーボタンなどが使用される。
【００２８】
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　このように映像表示装置１１００は、ネットワーク１２００を介して、監視カメラ１０
００の撮影映像の取得や各種のカメラ制御を行うことができる。
【００２９】
　図３は、本実施形態に係る映像表示装置のカメラ制御アプリケーションのＧＵＩの一例
を示した図である。
【００３０】
　図３において、２０００は切り出し領域指定前のＧＵＩ、２１００は切り出し領域指定
後のＧＵＩ、２００１は切り出し領域指定前の切り出し映像の表示部、２１０１は切り出
し領域指定後の切り出し映像の表示部、２００２は切り出し領域指定前の全体映像の表示
部、２１０２は切り出し領域指定後の全体映像の表示部、２１０３は切り出し領域の指定
枠を示す。２０００および２１００のＧＵＩは映像表示装置１１００の表示部１１０２に
表示され、入力部１１０４を介して操作される。
【００３１】
　ＧＵＩ２０００において、切り出し領域の指定前、切り出し映像の表示部２００１と全
体映像の表示部２００２には、監視カメラ１０００から配信された低画質な全体映像が表
示される。全体映像の表示部２００２上に、切り出し領域の指定枠２１０３が設定される
と、システム制御部１１０３は指定した切り出し領域の切り出し映像を要求するコマンド
を、通信部１１０１を介して監視カメラ１０００に送信する。
【００３２】
　切り出し映像の表示部２１０１には、通信部１１０１が切り出し映像を受信するまで、
全体映像の表示部２１０２に表示するために受信している低画質な全体映像から、指定枠
２１０３の位置を切り出した低画質な映像が拡大表示される。
【００３３】
　切り出し領域の指定枠２１０３の位置を切り出した映像が、監視カメラ１０００から、
通信部１１０１を介してシステム制御部１１０３に送信されると、システム制御部１１０
３は切り出し映像の表示部２１０１の表示を、監視カメラ１０００から受信した切り出し
映像の表示に切り替える。
【００３４】
　図４は、本実施形態に係る映像表示装置の全体映像表示部２００２に表示される低画質
な全体映像の座標系を示した図である。
【００３５】
　図４において、３０００は全体映像表示部２００２に表示される低画質な全体映像、３
００１は全体映像の原点座標、３００２は全体映像表示部２００２に指定する切り出し領
域の指定枠、３００３は切り出し領域の指定枠の左上点座標を示す。
【００３６】
　全体映像３０００は、横幅をＷｖ、縦幅をＨｖとする領域で定義される。切り出し領域
の指定枠３００２は、全体映像の領域内の点座標３００３を左上原点（Ｘｖ，Ｙｖ）とし
、横幅をＷｃ、縦幅をＨｃとする領域で設定される。
【００３７】
　切り出し領域の指定時、システム制御部１１０３は切り出し映像を要求するコマンドと
ともに、指定した切り出し領域に係る数値情報として、Ｗｖ，Ｈｖ，Ｘｖ，Ｙｖ，Ｗｃ，
Ｈｃの値を、通信部１１０１を介して監視カメラ１０００に送信する。監視カメラ１００
０の通信部１００７は、切り出し映像を要求するコマンドと前記数値情報を受信し、シス
テム制御部１００３を介し、録画映像の切り出し処理を行う画像処理部１００２に前記数
値情報を送信する。画像処理部１００２は、前記数値情報を元に、記録部１００４に保存
された高画質な全体映像から指定領域の切り出し処理を行う。
【００３８】
　なお、映像表示装置に表示される全体映像の座標系の表現は、上記に記したもの以外で
あっても構わない。
【００３９】
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　図５を参照して、本発明の実施形態による、映像表示装置での切り出し領域指定時の切
り出し映像表示処理のフローについて説明する。
【００４０】
　ステップＳ７０００で、システム制御部１１０３は、切り出し映像の表示部２００１お
よび全体映像の表示部２００２に監視カメラ１０００から受信した低画質な全体映像を表
示する。
【００４１】
　ステップＳ７００１で、システム制御部１１０３は、全体映像の表示部２００２上に指
定された切り出し領域２１０３に係る情報を受け取り、切り出し映像を要求するコマンド
とともに、通信部１１０１を介して監視カメラ１０００に送信する。
【００４２】
　ステップＳ７００２で、システム制御部１１０３は、切り出し領域の指定のために受信
している低画質な全体映像から、Ｓ７００１で指定された切り出し領域を切り出し、監視
カメラ１０００から切り出し映像を受信するまで、切り出し映像の表示部２１０１に拡大
表示する。Ｓ７００２における処理により、切り出し映像の表示部２００１に、切り出し
映像が表示され、２１０１の状態に遷移するまでの時間を短縮することができる。ただし
、Ｓ７００２では低画質な全体映像から指定領域２１０３を切り出すため、表示部２１０
１に表示される切り出し映像は低画質な映像である。
【００４３】
　ステップＳ７００３で、システム制御部１１０３は、Ｓ７００１で監視カメラ１０００
に対して要求した切り出し映像を受信したかどうかの判断を行う。切り出し映像を受信し
ていなければ、ステップＳ７００２へ戻り、受信していれば、ステップＳ７００４へ進む
。
【００４４】
　ステップＳ７００４で、システム制御部１１０３は、受信している低画質な全体映像か
ら切り出され、切り出し映像の表示部２１０１に表示されている切り出し映像から、受信
した切り出し映像に切り出し映像の表示部２１０１の表示を切り替える。Ｓ７００４の処
理により、表示部２１０１に表示される切り出し映像は高画質化される。
【００４５】
　なお、映像表示装置１１００の全体映像表示部２１０２において、切り出し領域の指定
後に切り出し領域を変更した場合には、Ｓ７００１へ戻り、監視カメラ１０００に対し、
切り出し映像の要求を再度行う。監視カメラ１０００は切り出し映像の要求コマンドを受
信し、切り出し領域変更前の切り出し映像の生成処理を中断し、切り出し領域変更後の切
り出し映像を生成後、映像表示装置１１００に対して切り出し映像を配信する。
【００４６】
　以上、説明したように、第１の実施形態では、映像表示装置での切り出し領域の指定後
、切り出し領域が監視カメラから配信されるまでの間に、映像表示装置側で切り出し領域
指定用の全体映像から切り出した映像を表示する。これにより、ユーザが映像表示装置で
切り出し領域を指定してから、切り出し映像が表示されるまでの時間を短縮することがで
きる。
【実施例２】
【００４７】
　実施例１において、切り出し映像を受信するまで切り出し映像の表示部２１０１に表示
される切り出し映像は、全体映像の表示部２１０２に表示するために受信している低画質
な全体映像から切り出して拡大した映像である。そのため、切り出し映像の表示部２１０
１に拡大表示される切り出し映像は低画質である。本発明の第２の実施形態では、切り出
し領域の指定後、低画質な全体映像から切り出して表示部２１０１に拡大表示する時間が
短縮される。
【００４８】
　図６を参照して、本発明の第２の実施形態として、映像表示装置１１００が監視カメラ
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１０００に対し、切り出し映像の要求コマンドを発行した時に限り、監視カメラ１０００
から高画質な全体映像が配信され、切り出し映像が監視カメラ１０００から配信されるま
で、高画質な全体映像から切り出し領域を切り出して表示する場合の、映像表示装置の処
理フローについて説明する。尚、第１の実施形態と同じ部分については説明を省略する。
【００４９】
　ステップＳ８０００で、システム制御部１１０３は、切り出し映像の表示部２００１お
よび全体映像の表示部２００２に監視カメラ１０００から受信した低画質な全体映像を表
示する。
【００５０】
　ステップＳ８００１で、システム制御部１１０３は、全体映像の表示部２１０２上に指
定された切り出し領域２１０３に係る情報を受け取り、切り出し映像を要求するコマンド
とともに、通信部１１０１を介して監視カメラ１０００に送信する。監視カメラ１０００
は切り出し映像の要求コマンドを受け取り、配信している低画質な全体映像を、高画質な
全体映像の配信に切り替えるかどうかを判断する。監視カメラの詳細な処理については、
図７にて後述する。
【００５１】
　ステップＳ８００２で、システム制御部１１０３は、切り出し領域の指定のために受信
している低画質な全体映像から、Ｓ８００１で指定された切り出し領域を切り出し、切り
出し映像の表示部２１０１に表示する。
【００５２】
　ステップＳ８００３で、システム制御部１１０３は、高画質な全体映像を受信したかど
うかの判断を行う。高画質な切り出し映像を受信していなければ、ステップＳ８００４へ
進み、受信していれば、ステップＳ８００５へ進む。
【００５３】
　高画質な切り出し映像を受信していない場合、ステップＳ８００４で、システム制御部
１１０３は、Ｓ８００１で監視カメラ１０００に対して要求した切り出し映像を受信した
かどうかの判断を行う。切り出し映像を受信していなければ、ステップＳ８００３へ戻り
、受信していれば、ステップＳ８００７へ進む。
【００５４】
　高画質な切り出し映像を受信している場合、ステップＳ８００５で、システム制御部１
１０３は、低画質な全体映像から切り出され、切り出し映像の表示部２１０１に表示され
ている切り出し映像から、受信した高画質な全体映像から切り出した切り出し映像に切り
出し映像の表示部２１０１の表示を切り替える。このとき、全体映像の表示部２１０２に
表示されている低画質な全体映像も高画質な全体映像に切り替えられる。
【００５５】
　ステップＳ８００６で、システム制御部１１０３は、Ｓ８００１で監視カメラ１０００
に対して要求した切り出し映像を受信したかどうかの判断を行う。切り出し映像を受信し
ていれば、ステップＳ８００７へ進む。
【００５６】
　ステップＳ８００７で、システム制御部１１０３は、受信している低画質、あるいは高
画質な全体映像から切り出され、切り出し映像の表示部２１０１に表示されている切り出
し映像から、受信した切り出し映像に切り出し映像の表示部２１０１の表示を切り替える
。監視カメラ１０００は切り出し映像の配信時、高画質な全体映像の配信を停止し、低画
質な全体映像の配信に切り替える。そのため、システム制御部１１０３は、全体映像の表
示部２１０２に表示する全体映像を、高画質な全体映像から低画質な全体映像に切り替え
る。
【００５７】
　図７を参照して、本発明の第２の実施形態に係る、切り出し映像の要求コマンドを受信
した際の監視カメラ１０００の処理フローを説明する。
【００５８】
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　ステップＳ９０００で、システム制御部１００３は、映像表示装置１１００から切り出
し映像の要求コマンドを受信する。
【００５９】
　ステップＳ９００１で、システム制御部１００３は、記録部１００４から録画映像を取
り出し、受信した切り出し領域の情報に基づき、切り出し映像の生成を開始する。
【００６０】
　ステップＳ９００２で、システム制御部１００３は、受信した切り出し領域のサイズか
ら切り出し映像の生成に要する時間を割り出し、切り出し映像生成に要する時間と高画質
な全体映像の配信に要する時間を比較する。切り出し映像生成に要する時間の方が大きけ
れば、ステップＳ９００３へ進み、高画質な全体映像の配信に要する時間の方が大きけれ
ば、ステップＳ９００５へ進む。
【００６１】
　ステップＳ９００３で、システム制御部１００３は、低画質な全体映像の配信を停止し
、記録部１００４に録画された高画質な全体映像を取り出し、映像記録装置１１００に配
信する。
【００６２】
　ステップＳ９００４で、システム制御部１００３は、Ｓ９００１で生成を開始した切り
出し映像の生成が完了したかどうかを判断する。生成が完了している場合、Ｓ９００７へ
進む。
【００６３】
　ステップＳ９００５で、システム制御部１００３は、記録部１００４に録画された、低
画質な全体映像を取り出し、映像記録装置１１００に配信する。
【００６４】
　ステップＳ９００６で、システム制御部１００３は、Ｓ９００１で生成を開始した切り
出し映像の生成が完了したかどうかを判断する。生成が完了している場合、Ｓ９００７へ
進む。
【００６５】
　ステップＳ９００７で、システム制御部１００３は、生成が完了した切り出し映像を映
像表示装置１１００に配信する。このとき、高画質な全体映像を映像表示装置１１００に
配信している場合は、監視カメラ１０００は高画質な全体映像の配信を停止し、低画質な
全体映像の配信に切り替える。
【００６６】
　以上、説明したように、第２の実施形態では、第１の実施形態の効果に加え、第１の実
施形態と比較して切り出し領域の指定後、低画質な全体映像から切り出して表示部２１０
１に拡大表示する時間が短縮される。
【００６７】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。すなわち、上述し
た実施例の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒
体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータ（またはＣ
ＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。また、本発明は、複数
のプロセッサが連携して処理を行うことによっても実現できるものである。
【００６８】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【符号の説明】
【００６９】
１０００　監視カメラ、１１００　映像表示装置、１２００　ネットワーク、
２０００　映像表示装置のカメラ制御アプリケーションのＧＵＩ
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